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【 国 際 特 許 分 類 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 2 月 2 日 ( 2 0 2 4 . 1 2 . 2 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ ラ ミ ッ ク ス を 含 む 絶 縁 部 材 と 、
　 該 絶 縁 部 材 を 囲 繞 し 、 内 径 が 広 が る 拡 径 部 を 有 す る 保 持 部 材 と 、
を 備 え 、
　 前 記 絶 縁 部 材 の 外 側 面 と 前 記 保 持 部 材 の 内 側 面 と が 当 接 す る 当 接 部 と 、 前 記 絶 縁 部 材 の  
外 側 面 と 前 記 保 持 部 材 の 内 側 面 と を 接 合 す る 第 １ ろ う 付 け 部 と を 有 し 、
　 前 記 当 接 部 と 前 記 第 １ ろ う 付 け 部 と が 、 前 記 拡 径 部 を 挟 ん で 位 置 し て い る 、 接 合 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 セ ラ ミ ッ ク ス を 含 む 絶 縁 部 材 と 、
　 該 絶 縁 部 材 を 囲 繞 し 、 内 径 が 広 が る 拡 径 部 を 有 す る 保 持 部 材 と 、
　 前 記 絶 縁 部 材 と 前 記 保 持 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る ス リ ー ブ と 、
を 備 え 、
　 前 記 絶 縁 部 材 と 前 記 ス リ ー ブ と を 接 合 す る 第 １ ろ う 付 け 部 と 、
　 前 記 保 持 部 材 と 前 記 ス リ ー ブ と を 接 合 す る 第 ２ ろ う 付 け 部 と 、
を 有 す る 、 接 合 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 拡 径 部 を 挟 ん で 前 記 第 １ ろ う 付 け 部 の 反 対 側 に 、 前 記 保 持 部 材 の 内 側 面 が 前 記 絶 縁  
部 材 の 外 側 面 に 当 接 す る 当 接 部 を 有 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス リ ー ブ は 、 前 記 第 ２ ろ う 付 け 部 か ら 前 記 第 １ ろ う 付 け 部 に 向 か っ て 縮 径 す る 屈 曲  
部 を 有 す る 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 屈 曲 部 は 、 前 記 絶 縁 部 材 の 軸 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 接 合 体  
。
【 請 求 項 ６ 】
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　 前 記 ス リ ー ブ は 、 弾 性 変 形 す る 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 保 持 部 材 は 、 Ｔ ｉ 、 Ｔ ｉ 合 金 、 Ｍ ｏ 、 Ｃ ｕ - Ｎ ｉ 、 Ｃ ｕ 、 Ｆ ｅ － Ｃ ｏ 系 合 金 、 Ｆ ｅ  
－ Ｃ ｏ － Ｃ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｎ ｉ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｎ ｉ － Ｃ ｏ 系 合 金 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ  
ス 、 マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス ま た は ニ ッ ケ ル 基 超 合 金  
を 含 む 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス リ ー ブ は 、 Ｔ ｉ 、 Ｔ ｉ 合 金 、 Ｍ ｏ 、 Ｃ ｕ - Ｎ ｉ 、 Ｃ ｕ 、 Ｆ ｅ － Ｃ ｏ 系 合 金 、 Ｆ ｅ  
－ Ｃ ｏ － Ｃ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｎ ｉ 系 合 金 ま た は Ｆ ｅ － Ｎ ｉ － Ｃ ｏ 系 合 金 を 含 む 、 請 求 項 ２ ま  
た は ３ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 保 持 部 材 の 拡 径 部 を 形 成 す る 内 側 面 と 、 該 内 側 面 に 対 向 す る 前 記 絶 縁 部 材 の 外 側 面  
と の 間 隙 は ２ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 絶 縁 部 材 は 、 前 記 第 １ ろ う 付 け 部 と 対 向 す る メ タ ラ イ ズ 層 を 有 し 、 該 メ タ ラ イ ズ 層  
は 前 記 絶 縁 部 材 の 軸 方 向 に 平 行 な 断 面 視 に お い て 、 前 記 第 １ ろ う 付 け 部 の 軸 方 向 の 両 端 部  
よ り も 延 出 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 絶 縁 部 材 が 、 筒 状 、 柱 状 、 錐 状 ま た は 錐 台 状 の セ ラ ミ ッ ク ス を 含 む 、 請 求 項 １ ま た  
は ２ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 絶 縁 部 材 が 、 軸 方 向 に 貫 通 孔 を 有 す る 筒 状 の セ ラ ミ ッ ク ス を 含 み 、 電 流 を 熱 制 御 素  
子 に 導 入 す る 導 通 部 材 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 貫 通 孔 の 中 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２
に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ ろ う 付 け 部 は 、 前 記 熱 制 御 素 子 が 設 置 さ れ る 側 の 空 間 と 反 対 側 の 空 間 に 位 置 す  
る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 絶 縁 部 材 が 、 軸 方 向 に 貫 通 孔 を 有 す る 筒 状 の セ ラ ミ ッ ク ス を 含 み 、 電 流 を 熱 制 御 素  
子 に 導 入 す る 導 通 部 材 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 貫 通 孔 の 中 に 位 置 し 、
　 前 記 第 １ ろ う 付 け 部 お よ び 第 ２ ろ う 付 け 部 は 、 前 記 熱 制 御 素 子 が 設 置 さ れ る 側 の 空 間 と  
反 対 側 の 空 間 に 位 置 す る 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 接 合 体 を 備 え る 、 腐 食 性 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 腐 食 性 ガ ス 処 理 装 置 を 搭 載 す る ト ラ ク タ 。
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